
提

出

者

辻

元

清

美

平
成
十
三
年
六
月
二
十
八
日
提
出

質

問

第

一

二

一

号

内
閣
総
理
大
臣
の
公
的
な
資
格
で
の
靖
国
神
社
へ
の
参
拝
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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内
閣
総
理
大
臣
の
公
的
な
資
格
で
の
靖
国
神
社
へ
の
参
拝
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

政
府
は
「
国
民
や
遺
族
の
多
く
が
、
靖
国
神
社
を
我
が
国
に
お
け
る
戦
没
者
追
悼
の
中
心
的
施
設
で
あ
る
と
し
、
靖
国
神

社
に
お
い
て
国
を
代
表
す
る
立
場
に
あ
る
も
の
が
追
悼
を
行
う
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
い
う
事
情
を
踏
ま
え
」
、
内
閣
総
理

大
臣
が
靖
国
神
社
に
公
的
な
資
格
で
参
拝
を
行
う
こ
と
が
、
「
憲
法
第
二
十
条
第
三
項
の
禁
じ
る
国
の
宗
教
的
活
動
に
当
た

る
こ
と
は
な
い
」
と
し
て
い
る
（
質
問
一
五
一
第
五
八
号
土
井
た
か
子
議
員
提
出
「
小
泉
内
閣
発
足
に
あ
た
っ
て
国
政
の
基

本
政
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
へ
の
政
府
答
弁
書
、
平
成
十
三
年
五
月
八
日
）
。
一
方
、
一
宗
教
法
人
で
あ
る
靖
国
神
社

に
お
い
て
戦
没
者
の
追
悼
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
国
民
や
遺
族
も
少
な
く
な
い
が
、
政
府
が
「
国
民
や
遺
族
の
多
く

が
、
靖
国
神
社
を
我
が
国
に
お
け
る
戦
没
者
追
悼
の
中
心
的
施
設
で
あ
る
と
し
」
て
い
る
と
す
る
根
拠
は
な
に
か
。

二

政
府
自
身
も
「
靖
国
神
社
を
我
が
国
に
お
け
る
戦
没
者
追
悼
の
中
心
的
施
設
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
の
か
。

三

内
閣
総
理
大
臣
の
靖
国
神
社
へ
の
公
的
資
格
で
の
参
拝
は
、
昭
和
六
十
年
八
月
十
五
日
、
当
時
の
中
曽
根
内
閣
総
理
大
臣

に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
の
み
で
あ
り
、
そ
の
後
は
、
我
が
国
国
民
や
遺
族
の
方
々
の
思
い
及
び
近
隣
諸
国
の
国
民
感
情
な

ど
、
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
、
慎
重
か
つ
自
主
的
に
検
討
し
た
結
果
、
差
し
控
え
ら
れ
て
き
た
と
の
こ
と
で
あ

一



る
。
現
在
、
小
泉
総
理
大
臣
に
よ
っ
て
、
靖
国
神
社
に
公
的
な
資
格
で
参
拝
を
行
う
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
我
が
国

遺
族
の
方
々
の
思
い
及
び
近
隣
諸
国
の
国
民
感
情
な
ど
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
根
拠

を
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

四

「
日
本
国
と
の
平
和
条
約
（
昭
和
二
十
七
年
条
約
第
五
号
）
」
第
十
一
条
に
よ
り
、
我
が
国
は
極
東
軍
事
裁
判
所
の
裁
判

を
受
諾
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
、
同
裁
判
の
結
果
Ａ
級
戦
犯
と
さ
れ
た
者
は
、
戦
争
責
任
を
有
す
る
戦
争
犯
罪
人
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
か
。

五

靖
国
神
社
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
、
極
東
軍
事
裁
判
は
国
際
法
違
反
の
不
当
な
裁
判
で
あ
り
「
日
本
国
と
の
平
和
条
約

（
昭
和
二
十
七
年
条
約
第
五
号
）
」
第
十
一
条
の
受
諾
は
敗
戦
国
と
し
て
刑
の
執
行
を
約
束
し
た
に
過
ぎ
ず
極
東
軍
事
裁
判

そ
の
も
の
を
認
め
た
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
の
主
張
に
対
す
る
政
府
の
認
識
は
ど
う
か
。

六

同
じ
く
靖
国
神
社
は
、
「
Ａ
級
戦
犯
な
ど
と
い
う
忌
ま
わ
し
い
呼
称
は
、
日
本
の
国
内
法
に
基
づ
い
て
生
ま
れ
た
呼
称
で

は
」
な
く
、
「
昭
和
二
十
八
年
当
時
か
ら
政
府
は
戦
犯
者
を
国
内
的
に
は
犯
罪
人
と
認
め
て
い
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る

が
、
事
実
か
。

七

Ａ
級
戦
犯
が
合
祀
さ
れ
て
い
る
靖
国
神
社
を
、
内
閣
総
理
大
臣
が
公
的
な
資
格
に
よ
っ
て
参
拝
す
る
こ
と
は
、
結
果
的
に

二



極
東
軍
事
裁
判
に
よ
っ
て
戦
争
責
任
を
有
す
る
と
さ
れ
た
者
の
名
誉
回
復
、
ひ
い
て
は
日
本
軍
国
主
義
の
名
誉
回
復
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
認
識
は
あ
る
か
。

八

政
府
は
、
米
国
の
ア
ー
リ
ン
ト
ン
墓
地
等
の
戦
没
者
追
悼
施
設
と
、
靖
国
神
社
を
同
じ
性
格
の
も
の
と
認
識
し
て
い
る
の

か
。
戦
没
者
追
悼
の
施
設
と
し
て
は
一
宗
教
法
人
た
る
靖
国
神
社
よ
り
も
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
の
方
が
適
切
で
あ
り
、
諸

外
国
の
施
設
と
の
位
置
づ
け
も
近
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

九

英
国
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
や
ニ
ク
ソ
ン
米
国
大
統
領
が
訪
日
の
際
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
靖
国
神
社
参
拝
を
と
り
や
め
た

の
は
Ａ
級
戦
犯
合
祀
や
政
教
分
離
が
理
由
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
事
実
か
。
事
実
と
す
れ
ば
そ
の
理
由
に
つ
い

て
政
府
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

十

こ
れ
ま
で
日
本
を
国
賓
と
し
て
訪
問
さ
れ
た
諸
外
国
代
表
が
靖
国
神
社
を
参
拝
し
た
例
は
あ
る
の
か
。
具
体
的
な
事
例
を

示
さ
れ
た
い
。

十
一

小
泉
内
閣
総
理
大
臣
が
靖
国
神
社
へ
の
公
的
資
格
で
の
参
拝
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
に
た
い
し
て
、
近
隣
諸
国
か
ら
厳

し
い
批
判
が
あ
る
が
、
政
府
は
こ
れ
を
内
政
干
渉
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


